
仮想第一助手プログラム AiSpaceご利用の手引き 
 

『AiSpace（アイスペース）』は仮想 3D空間上で、自分の分身となるキャラクター（アバ
ター）を用いてオンラインセミナーなどに参加できるシステムです。 
AiSpaceは PC（Windows、Mac）に専用のアプリケーションソフトをインストールして
ご利用いただきます。スマートフォンではご利用いただけません。通信環境等によってご

利用いただけない場合がありますのでご了承ください。 
 
1. AiSpace のダウンロードとインストール 

① PC の WEB ブラウザで https://aispace-trial.com/vls にアクセスします 
② 「ダウンロードファイル」で Windows をご利⽤の⽅は「Windows 版ダウンロー

ド」Mac をご利⽤の⽅は「Mac 版ダウンロード」をクリックしてインストーラー
をダウンロードします・ 

③ ダウンロードしたファイルをダブルクリックして起動し、画⾯の案内に従ってソ
フトウエアをインストールしてください。 
 

2. AiSpace へのユーザー登録 
① 最初に AiSpace を使⽤する際にユーザー登録を⾏います。 
② AiSpace を起動し「AiSpace ユーザー登録」ボタンをクリックします。 
③ メールアドレス（仮想第⼀助⼿プログラムに関するご案内が送られているメール

アドレス）とお好きなパスワード（8 ⽂字以上でアルファベットの⼤⽂字と⼩⽂
字、数字をそれぞれ最低 1 ⽂字含めてください）を⼊⼒し「利⽤規約に同意す
る。」をクリックしてチェックマークを⼊れ「登録」ボタンをクリックします。 

④ ⼊⼒したメールアドレスに数字 6 桁の AiSpace 認証コードが送信されますので
「認証コードを⼊⼒してください」という画⾯で認証コードを⼊⼒し「次へ」を
クリックしてください。 

⑤ 「プロフィールを⼊⼒してください」という画⾯でプロフィールを⼊⼒し「決
定」をクリックしてください。 

⑥ 「アバターの種類を選択してください」という画⾯で、アバターを選択して「決
定」をクリックしてください。あとから髪型・⽬・⿐などパーツごとに細かく設
定できますのでまずはご⾃⾝のイメージに近そうなものを選択してください。 

⑦ 「アバターを選択してください」という画⾯で、アバターを選択して「決定」を
クリックしてください。前の画⾯と同じくイメージに近そうなものを選択してく



ださい。 
⑧ 「プロフィール」が掲載されている「ホーム」画⾯が表⽰されます。「アバター編

集」ボタンをクリックするとアバターの細かい設定を⾏うことが可能です。 
 

3. 仮想第⼀助⼿プログラム会場への⼊場 
① 「⼊場」ボタンをクリックします。 
② 「学会選択」画⾯で「第 117 回仮想第⼀助⼿プログラム」をクリックします。 

※「決済済み」と表⽰されていれば⼊場できます。「決済済み」の表⽰がない場合
はこのご案内を受信した E メールアドレスと異なるアドレスで登録されている可
能性がありますのでご確認ください。 
 

4. 基本的な使い⽅ 
① 会場へ⼊場すると、ロビーの中のランダムな場所にアバターが出現します。 
② 右下の⻭⾞のアイコンをクリックすると、画⾯の表⽰モード、効果⾳のボリュー

ムなど、ソフトウエアの動作に関する設定を⾏うことが可能です。 
③ キーボードの上下左右の⽮印キーでアバターを移動させることができます。 
④ マウスホイールで視点の⾓度を変えることができます。 
⑤ 「チャット」ボタンをクリックして⽂字⼊⼒をすると近くにいる⼈（アバター）

とチャットをすることができます。 
⑥ 特定のアバターをクリックして「クローズドチャット」をクリックすると相⼿を

クローズドチャット（内緒話）に招待し、相⼿が承諾するとチャットを開始する
ことができます。 

⑦ 「アクション」ボタンをクリックするとその場でアバターにアクション（ジェス
チャー）をさせることができます。 

⑧ 配信時間になりましたら、ロビー右奥の「セッション第⼀会場」へお⼊りくださ
い。 

⑨ 配信閲覧時は「コメント」を⼊⼒していただくことにより従来同様に質問してい
ただくことが可能です。※1 回の投稿は 100⽂字まで。100⽂字以上の場合は字数
制限内で区切るなど⼊⼒していただき、続けて投稿してください。 

⑩ その他「メニュー」ボタンをクリックして「ヘルプ」をクリックすると使い⽅の
詳細をご覧いただけます。 

⑪ その他、様々な機能がありますので、ご⾃由にお試しください。 
⑫ ソフトウエアを終了させる際に表⽰される画⾯で「投稿サイトを表⽰」をクリッ

クしてご意⾒・ご感想をお寄せいただければ幸いです。 


